
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

武蔵野鉄道東久留米駅（13） 

戦時下の東久留米駅・３ 

 

海軍大和田通信隊と東久留米駅 

 東久留米駅は旧海軍大和田通信隊の最寄り駅としての役割もありました。海軍軍令部が1936年（昭和11年）

に当時の埼玉県北足立郡大和田町西堀に東京無線電信所の附属機関として外国無線通信傍受を専門とする大

和田受信所を開設し、1941 年（昭和 16 年）には独立機関として大和田通信隊が発足しました。大和田町の本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都東久留米市                          2025/6 

郷土資料室通信 №72 

東久留米の近代史シリーズ５   

大和田町  

久留米村  

清瀬村  

写真 1 大和田通信隊と東久留米駅 

1944 年日本陸軍撮影（8921-C4-72 部分）・国土地理院・文字追加。大和田町

の本隊を中心に清瀬村の副受信所や久留米村に関連施設があり、武蔵野鉄道

東久留米駅が一番近い駅でした。駅から受信所本隊まで直線距離で約 2.5 ㎞。 

副受信所   

副受信所 

東久留米駅  

清瀬村  
大和田町  

隊を中心に、東京都北多摩郡清

瀬村下清戸から久留米村神山に

およぶ広範囲に関連施設やアン

テナが多数造られ、清瀬村中清

戸には電波の方位測定を主任務

とする副受信所も設置されまし

た。大和田通信隊は軍事や外交

の外国無線通信の傍受（盗聴）を

専門に行う海軍の中枢機関で、

終戦時には約 2 千人を擁する海

軍最大の通信隊でした。また、太

平洋戦争の末期には米軍通信の

解析による空襲の予測も行って

いました。通信隊の軍人や職員

が東久留米駅を乗り降りする姿

が見られたといいます。 

当時の施設等は残っていませ

んが、戦争の記憶を後世に伝え

るために東久留米市の範囲は市

の旧跡に指定されています。 

  

大和田通信隊   

久留米村   



   
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 東久留米駅と大和田通信隊  

地図は 2.5 万地形図「志木」1945 年測量・地理調査

所・国土地理院・文字追加 

 

 

写真 2  大和田通信隊中央施設  

1948 年米軍撮影空中写真 

（USA-M379-No2 部分）・国土地理院  

 

写真 3  久留米村内の施設とアンテナ 

戦後は一時米軍の通信施設となりました。
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軍需物資輸送と屎尿列車 

戦時中の武蔵野鉄道も他の鉄道と同様に軍需輸送が盛んに行われました。郷土資料室通信№70・71 に掲載し

た東久留米駅の中島航空金属田無製造所専用側線の敷設もその一環でした。1943 年（昭和 18 年）11 月に中島

航空金属田無製造所所長より武蔵野鉄道に宛てた要請文には「弊社に於いても既に総員戦闘配置を了し、着々

増産を計り居候得共尚且つ急速なる資材の入手と人員の充当を絶対必要とし、之がためには円滑なる輸送促進

が焦眉の急に有之は申すに不及ところに御座候」（今尾恵介『地図と鉄道省文書で読む私鉄の歩み』ｐ161）と、輸送

促進と早期の複線化の督促を行っています。 

また、武蔵野鉄道は 1945 年（昭和 20 年）4月 1 日より東京都の委託により大規模な屎尿（糞尿）輸送を始

めました（旧西武鉄道は 1944 年 9 月）。大正末から昭和初期にかけて武蔵野鉄道は肥桶による屎尿輸送を行

い、東久留米駅が引取り駅となったことがありましたが、1928 年（昭和 3 年）には廃止されていました。今回

の屎尿輸送は、従来行われていたトラックや大八車による屎尿処理が戦争激化のために停滞して、都民にとっ

て旅客輸送以上に切実な問題となりました。さらに、食料生産地における科学肥料不足もあり、農作物増産に

役立てるのも目的のひとつでした。この屎尿輸送が通称「おわい列車」と呼ばれたものです。 

車両には無蓋車を改造した専用貨車を用い、木製タンクの上に積込用の蓋、下に排出用のコックが付けられ

ていました。地上施設としては、東長崎－江古田間の下り線に側線を設けて積込所を設け、清瀬駅の北側、狭

山ヶ丘駅の北側、高麗駅の西側に貯留槽を設置しました。久留米村の農家でも、大八車を引いて清瀬駅の糞尿

貯留槽まで取りに行ったそうです。 

 西武鉄道の堤康次郎氏は、この屎尿輸送に積極的で、全体として専用貨車 115 両、容量約 48 万ℓの貯留槽を

造ったといいます（『東久留米市史』ｐ848）。屎尿輸送は 1953 年（昭和 28 年）3 月まで継続され、戦後の都市機

能の維持と食糧増産に貢献しました。 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：名取紀之編『写真で見る西武鉄道 100 年』ネコ・バブリッシング・2013 年、山﨑丈『東久留米の

戦争遺跡』東久留米市教育委員会・2019 年、老川慶喜『堤康次郎』中公新書・2024 年 

文責・山﨑丈(東久留米市文化財保護審議会委員) 

写真 5  武蔵野鉄道の屎尿輸送列車 

武蔵野鉄道の屎尿輸送用貨車。『東久留米市史』より 

 

 

写真 4  貨物輸送の貨車 

東久留米駅貨物側線に停車している無蓋貨車。撮影は

昭和 30 年代と思われますが、手前の 3両は奥の 3両

との形状の比較から昭和初期に製造された貨車と思わ

れます。田舎巌氏撮影 

 



   
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

            

 

 

 

 

 
 
 
 

 

編集・発行  東久留米市郷土資料室（東久留米市教育委員会生涯学習課文化財係） 

203-0033 東京都東久留米市滝山 4‐3‐14 東久留米市わくわく健康プラザ内 

電話 ０４２－４７２－００５１  無断転載はしないでください 

 

写真６  昆虫標本の企画展示 

東久留米市では毎年 7 月から 8 月に寄贈さ 

れた昆虫標本を展示しています。令和 6 年度 

の展示では 1500 個体の標本を展示しました。 

東久留米市の文化財保護審議会委員を歴任する北原俊幸氏から市へ寄贈された昆虫標本コレクシ

ョンが 6 月 6 日付けで市の指定文化財に新指定されました。この標本コレクションは 1953 年（昭和

28 年）から 2019 年（平成 31 年）の 60 年以上の歳月をかけて採集されたもので、標本箱 625 箱、

個体数にして４６,０００個体の昆虫を採集したものです。 

 

 

そんな昆虫標本の一例として、ホンサナエというトンボの仲間

がいます。このトンボは現在の東久留米市にはいません。 

その原因として、昭和３０年代から水田の減少が進んだことが

挙げられます。しかし、自然環境の変化だけではこのトンボが姿

を消した理由にはなりません。農作物の収穫量増産のため、農薬

や肥料を機材や航空機を使用して散布する手法が普及したこと

がさらに影響したと考えられます。 

昆虫標本から、地域の自然環境や社会の変化を知ることがで

きるのです。 

写真８ 水田（氷川台一丁目） 昭和 44（1969）年撮影。 

写真7  ホンサナエ（写真のトンボ全て） 

主に水田地帯に生息するトンボです。 

東久留米市内では現在棲息していません。 

 寄贈された標本の特色として、棲息している地域の昆虫を選 

別することなく、長期間にわたって採集されたことが挙げられ 

ます。そのうち半数が多摩地域で採集されたものです。 

「文化財」としての昆虫 

写真出典：東久留米市教育委員編『光の交響詩』・２000 

参考文献：東久留米市教委委員会文化課編『多摩の昆虫』・１９８０ 

 

写真 9  市内における空中防除の様子 

       昭和４０（１９６５）年撮影。 


